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令和元年東日本台風の概要

○令和元年東日本台風は、１０月１２日の夕方から夜にかけて、非常に強い勢力を保ったまま東海・関東地方に上陸し、
台風本体の発達した雨雲の影響により、既往最大を超える大雨をもたらし、千曲川では観測史上最大の流量を記録した。

天気図（10月12日15時、気象庁HPより）

令和元年東日本台
風

立ヶ花

期間：10月12日16時～ 10月13日10時

雨量積算図
提供：新潟地方気象台

昭和58年9月29日5:00
既往最高水位 11.13 m 令和元年10月13日3:20

ピーク水位 12.46 m

立ヶ花水位観測所における既往高水位
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■千曲川 立ヶ花地点上流域
流域平均２日雨量

今 回 ： 196.8mm/2日（令和元年10月洪水）
〔既往最大： 180.1mm/2日（平成18年7月洪水）〕

■立ヶ花水位観測所では、
既往最高水位 12.46mを記録 実測流量：8,387m3/s
〔過去最高：11.13m (昭和58年9月29日記録) 〕



河川整備基本方針と河川整備計画
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長期的な河川整備の最終目標
河川整備基本方針に沿って定める
具体的な整備の内容
（計画対象期間：20～30年間程度）

＜定める事項＞
○河川整備計画の目標に関する事項
○河川の整備の実施に関する事項

＜定める事項＞
○当該水系に係る河川の総合的な保全
と利用に関する基本方針

○河川の整備の基本となるべき事項

・基本高水並びにその河道及び洪水調節
施設への配分に関する事項
・主要な地点における計画高水流量、
計画高水位、計画横断形に係る川幅、
流水の正常な機能を維持するため必要
な流量に関する事項

・河川工事の目的、種類及び施行の場所
並びに当該河川工事の施行により設置
される河川管理施設の機能の概要
・河川の維持の目的、種類及び施行の場所

河川整備基本方針 河川整備計画
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○ 「河川整備基本方針」は、長期的な河川整備の最終目標となるもので、河川の整備の基本となるべき事項を定めているもの。

○ 「河川整備計画」は、河川整備基本方針に沿って河川整備の目標や整備の内容を定めるもので、

計画対象期間を２０～３０年程度としている。

○ 現在行われている河川の整備は、「河川整備計画」で定めた目標に向けて実施している。



※なお、流域内の洪水調節施設がない場合は
小千谷10,200m3/s、立ヶ花7,600m3/sとなります。

計画高水位

7,300m3/s

信濃川水系河川整備基本方針(平成20年6月策定)

信濃川水系河川整備計画(平成26年1月策定)

・洪水調節施設
（大町ダム等再編事業）

河道掘削を実施

計画高水位

9,000m3/s

河道掘削を実施

計画高水流量図（信濃川上流部・中流部）

河道配分流量（信濃川上流部・中流部）

河川整備の目標や具体的な整備の内容
（計画対象期間：概ね30年間程度）

長期的な河川整備の目標（河川整備計画の上位計画）

・洪水調節施設

中流部・上流部

河川整備基本方針と河川整備計画（信濃川上流：千曲川）

○ 「河川整備基本方針」では、最終的な河川整備の目標として、立ヶ花地点において基本高水のピーク流量を11,500m3/sとし、
流域内の洪水調節施設により2,500m3/s調節し、計画高水流量を9,000m3/sとしている。

○ 「河川整備計画」では、河川整備の目標として、立ヶ花地点で目標流量を7,600m3/sとし、既設ダムと大町ダム等再編
事業を併せ300m3/sを調節し、河道配分流量を7,300m3/sとしている。

○ 現在は、「河川整備計画」に基づき、河川整備を実施している。
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・基本高水のピーク流量：河川整備の基本となる目標流量（立ヶ花地点では、11,500m3/s）
・計画高水流量 ：河川整備基本方針で定められる河道に配分する流量
・計画高水位 ：計画高水流量を河道内で安全に流すために定めた水位



凡例

：堤防整備、河道掘削等

日本海

上田市松本市

長岡市

新潟市

大河津分水路
関屋分水路

大町ダム

魚沼市

燕市

十日町市

信濃川

：大臣管理区間

：県管理区間

：市街地

：山地

三国川ダム

信濃川中流
・信濃川［無堤・弱小堤対策、河道掘削］
・大河津分水路［第二床固改築、

分水路の拡幅］
・魚野川［無堤対策、河道掘削］

信濃川上流（千曲川）
・千曲川［無堤・弱小堤対策、

河道掘削（立ヶ花、戸狩）］
・犀 川［無堤・弱小堤対策］

位置図
イメージ図

信濃川水系の河川整備イメージ（上中流の整備メニュー）

○洪水の安全な流下対策は、河口部で洪水処理を担う大河津分水路の改修を優先的に進めるとともに、大町ダム等再編事業にて
新たな洪水調節容量を確保し、信濃川上流（千曲川）、信濃川中流の安全性が段階的に向上するよう河道掘削、築堤の整備を
実施。

○河川の上流側の整備を行う際には、下流側の整備状況や支川の整備状況に配慮しつつ実施。
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長岡市

信濃川水系学識者会議第３回全体調整会議 説明資料（2012.3.13）より（一部加筆）

小布施橋

【立ヶ花狭窄部】

大河津分水路

信濃川

新潟市内

燕市・長岡市

長野市

大町ダム等再編事業

七倉ダム

高瀬ダム

大町ダム

飯山市



○信濃川水系の河川整備は、河川整備基本方針で定めた目標に向けて、現在の河川整備状況、背後の利用状況、上下流、
本支川の整備バランス等、総合的に勘案し、段階的かつ着実な河川整備を実施することで戦後最大規模の洪水に対し災害の
発生の防止又は軽減を図るため、順次整備を進めているところ。

○信濃川上流（千曲川）、県管理区間、信濃川中流の各区間は、上下流で進捗を合わせ、整備を進め、千曲川（犀川合流点まで）
は、これまで段階的な整備（当面の目標）として、平成１８年洪水と同規模を安全に流下させる整備を順次実施中。
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河川整備計画目標の達成
※平成２６年９月策定から概ね30年程度

現状

信濃川水系の河川整備のイメージ（進め方）

信濃川水系学識者会議第３回全体調整会議 説明資料（2012.3.13）より
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信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
～ ｢日本一の大河｣ 上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進 ～ 【令和２年度版】

○国・新潟県・長野県・信濃川流域の４１市町村が連携し、令和２年１月に「緊急治水対策プロジェクト」を立ち上げ、 『「日本一の

大河」上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進』をスローガンに、水系全体で河川整備、流域対策・まちづくり、

ソフト対策を一体的かつ緊急的に進める。



河川の水位を下げる河川整備、「河道掘削や上流の遊水地整備により水位低下」

○「河道掘削」や「上流の遊水地等の洪水調節施設」により水位を下げることで水害時のリスクを低下

水位を下げる河川整備

家 家

堤防内で流せる流量
が増える

河道掘削で川底を下げる

堤防内で流せる流量が増える

水害時のリスク低下
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川の中の底を掘ると、流れる水の量が同じでも、流
れる水の高さが低くなり、安全に流れるようになる。

流れる高さが低くなる。

流れる量は同じ

10 11 12 13

14 15 16 17
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1 2 3 4 5 6 7
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1 2 3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14 15

16 17

8

掘削前

掘削後

＜河道掘削＞ ＜遊水地等の洪水調節施設＞

1 2 3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14 15

16 17
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遊水地なし Ａ－Ａ’

遊水地に川の水の一部を一時的に貯めることで、
下流を流れる水位の高さが低くなる。

計画高水位



信濃川水系緊急治水対策プロジェクト 【令和元年東日本台風洪水への対応について】

○ 令和９年度までに、立ヶ花狭窄部を含む河道掘削や遊水地整備、堤防整備・強化を行う。

○ 立ヶ花地点において約9,000m3/sの洪水規模※に対し、遊水地等の整備により約8,600m3/sまで洪水量を低減させる。

○ 併せて、河道掘削等の実施により、プロジェクト完了時には、（東日本台風時における約8,400m3/sを超える）約8,600m3/sの洪
水まで越水させずに流下させることができるようになる。

計画高水位

河道掘削

約9,000m3/s※の水位（想定）

約8,600m3/sの水位（事業実施後）

イメージ図：対策による効果

堤防整備・強化

※令和元年東日本台風において、立ヶ花地点より上流での千曲川本川堤防
からの越水等が生じなかった場合に想定される洪水流量。

遊水地等による対策
計画堤防高
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